
シ

、
ホ

と

国

ノレ

同ur--e唱
司円曲目〈ロロ
ω
EuoE
は一
七九六
年一
月九日
南独
回32ロ

の
さER
EH∞
に
生れ一
八二
0年同地
大学卒業 、
一
八二二
年
蘭領東

印度陸軍病院外科軍医少佐に
任命され 、
八
月九日和
蘭を出発して
爪

践に
向ひ
翌年三月バ
タlフィ
ア
着 。
次で
長崎和蘭商館医長に
任命 、

そのき

五
月二
十日発 、
七月六日
長崎着 、
九
月楠本滝(其扇)
を
姿る 。
一
八

二
四年三
月よ
り門人を

教授し
医療に
従事し郊外に
鳴滝塾
を開く 。
一

八二六
(文政九)
年商館長と
江戸参府 。
一
八二
七年娘稲生る 。
八
月

十日の
暴風雨により
帰国便船難破し
禁制品発覚し 、
翌
年九月幕府よ

り日
本御構を
申渡され 、
十二
月五日
出島出帆 、
一
八三
O
(天保元)

年パ
タlフィ
ア
経由で
六
月十日
和
蘭帰着 。
一
八
四五
年
六
月
六
日

ZRg冊目ι曲
穴Ro--
5〈Oロ
の問問巾自
(三
男二
女を
産む)
と
婚し
翌年

長男
〉FUS
E2
生る 。
一
八四七(弘化四)
年和
蘭国名誉大佐に
任

ぜらる 。
一
八五二
(嘉永五)
年孫たい〉
(たか)
生る
(母楠本い
ね) 。

此の
年十一
月露都に
赴き 、
次男
ZEロ2ny
生る 。
第一
回日
本滞在六

年
半で三十年後再来 。

一
八五八
(安政五)
年日
蘭通商条約成立し
巴mro-ι
逐放令撤せ
ら

れ 、
翌年三
月
四Oロロ
出発 、
和
蘭商事会社評議員として
日
本再遊に

向ひ
(長男
同伴)
七月六日
長崎着 。
一
八六一
(文久元)
年幕府より

顧問として
招刑判を受け 、一一一
月五日長崎出発 、
泌路より三月十日
横浜

着 。
十二
月二
十二日
長崎
帰活 、
翌年三
月長崎退去 、
パ
タlフィ
ア
経

一語

12 

町

義

雄

由和問澗帰活 、
一
八六三年故郷に
帰り 、

(
七十才) 。

μ

ω】叩『OE
の
言語学(
特に
蝦夷語)
に
於ける功績は
夙に
先学の
研究

発表もあるが 、
但

日
本国語に
関して文献的には
次の五
警に
纏る
筈

で
ある 。

九月十日
冨
Enroロ
に
間以す

四
日
本語要略〔開
Z050
ピロ間口8
VU8
5巾〕
『バ
タ!フィ
ア
学

芸協会々
報』〔〈REロι刊日戸口問巾ロ
〈
gr2回巳2Mgmny
C302・

R78
5ロ
穴
522
2
者団丹市ロ胆円}高司宮口〕
第十一
巻〔
出
己
主〕

六三
l一

三六
頁 、
一
八二六
年所載 。

。

大全早引節用集〔〈on与三日EB
HL口問g市
宮古口一口白巾
230
3

Hハ巳曲目内回ロ同
除
出町内凶一向白口同
市口田口口問vzs
noロロ
g巳加
の『曲『白口52r己的

。E
SE-rE由
E
V司02白己ESZm〕
コ一
巻 。
一
八三
O年 。

日
本人系統論〔〈2
E
E巳5問。〈民
母
えroヨ回
二ぬ
こ告白ロロ巾『印〕

同前会報第十三
巻一
八五
|二

七五
頁 、
一
八三二
年所載 。

日
本 。
日
本及びその
隣国と
保護国 、
蝦夷 、
南千島 、
樺太 、
朝

鮮と
琉球諸島を日本及び
欧洲文書と
自己の
観察による記述へ

の
文書〔ZG宮口
〉RE〈NC『
FRrzFロロ間
〈Dロ』昌吉
区ロι

号mmg
zo
σ2・
CHM牛
ωn
EHNEロ母『口一
FNO
BM【
母ロ
ω己ιrnrg

-ハロロ-op
開ハ円同町円0・
甲ハDD門知町
己コ仏門-S
FEr-E-日ロmmzu
口出口r
E-V

EERY巾ロ
ロロιmC円。唱曲←ω口一河口
ωnrzD巾ロ
CD円-
2四冊目巾コ
回Eur・



同n
Z
E
岡市
ロ

E
R
g
-
2
〈
O
口
句
r

F

g
ロ
ω
5
ro
E〕

五二
年 。

日
本文庫及日
本文学研究提要
〔円包問。問。
5
ヨrzDHY085』4・

0
己85
2
ω
宮内出
2Eヨ
FZ5
5
2
5
Y
宮口一
g
Eヨ〕
一
八
四一

年。
以下
是等を順次
解説すればよい
事となる 。

;\ 

五

シーボル ト と国語

「日本語要略」
は六
四
頁に
表題著者名に
続き日
本本国彫刻木版九

枚付の
書添があり

何回U回、H，0ζ開
FHZOC〉同
』〉]UOZHO〉肘
〉dの叶，O河何
回ur

司H-LO
ω円何回OFP
玄間口・
ロOの、叶HW-九
のCζ
寸〉回己下旬HM内

M内Jへ円、OOHN〉同M甲山同(UHω一.HZHM》ω〉』〉MUOZH〉HZの】ωHω~

と
七行に
なっ
て
ある 。

六五
頁(付無)
は
「第一
部 、
文字 、
発音及語源 、
小序」
〔で〉河川凶

MM河H冨〉
口開
。出〉HN〉の叶刷用NH回Cω・
]U一刀OZCZ吋円〉、HaHOZ何
〉の

刷、叶ペロ向OF0
2〉・~
HUNNh
巴shhh
cqbN円bb
hha〕
とある
下から

始り 、
七二
頁終に
「長崎附近出島の
自分
博物館より
物せ
り 、

一
八二

四
年十一
月十三日」〔り白ggo
宮E80
B8
5
52F
ロ昂江
口高司53

Z
昌一白
S
E--仏
5
5
20〈・
EN品〕
と
記してある 。

七五
l六

頁に
参考書物が
列挙され 、
の口一-Eo『日
本語文典』『落葉

集』
河内〉ιュ
空白
『日
本語文典』
窓口口冨口Em
『日
本皇帝へ
の
使節』

穴曲。ョ又2『異国奇事』
同独文
『日
本志』
叶r
ggH悶
仏文
『日
本紀

行』
同
『日
本植物
志』
同位文
『日
本語解説』
FE岡田ιoH同
蘭文『世

界紀行』
冨色丹市
F
E『世界地理
梗概』
北京宣教師仏文『支那歴史科

学備考』
第十五
巻一
七七六
年以
降の
洋書と
『仮名引節用集』
皇都一

八一
九年『
万
回
節
用
百
科
選』
江
戸一
八一
七年『
十
回
節
用
百科
選』
大

阪一
八一
八
年『悉曇摩多体文』『字記』『四
声辞林集音』
江戸一
八
O

七年『藻極草』
江戸一
七九二
年と
某日人からの臼
蝦語葉原稿そして

『訳鍵』
の
廿一
で
ある 。
其他本文脚註には六八
頁に
回
目{
白
色『朝

鮮西海岸及
大琉球島発見航海記』
八八
頁に
同y
d〈gu
E『低地
独乙

語辞書』
〉ヨ凹件。三
吉岡一
七九
九年そして九四
頁には
〉「
母
国ロBroz円

『の口三三骨g【南米山脈名】
展望』
が
見えてゐる 。

以
下本論の
組立と
内容で
ある 。

μ

第一
篇〔匂
同円。
同JHO
NuhH
hhh〕
文字及発音

第一
章〔の〉HUCH，
ENH
F白C
Y向〕
文字七七
|八四

頁

第
二
章〔の
ω開(UCZりC
冨〕
発
音
八五
l九二

頁
特に
指

摘す可きものは 、
戸と閉山が
文字〔nzgnZ『〕
は
同一
だが 、
我々
の
耳

では
真似し
難い 、
併し
自分に
は
小児が防一く時の戸か
ら河へ
移る
様に

思はれるとして 、
註に
ogrE
島人に
行れる
同
様音声の
報告文献

を引用してゐる 。
又地方方言では戸に
も河に
も傾き 、
江戸では河が

勝っ
て
ゐる
様だ 。
蘭諾
〔-5mE
FZ刷
5〕
を口に
第に
する
時滑稽な

事が
慈る
〔八八
|九頁〕 。

次に
出P
国OW
E-
同ロ
文字は日
常会話で

は
明，P
HりP
E-
-10
と
混同する
事稀でない
が 、
PH
はより多い
出口

立目
と

共に
保たれ
てゐる
(
著名山
、
st
の
如
く)
が 、
他の
文字は
多少

地方
方
言に
依
存
する
〔八
九
|九
O頁〕。
り自
と
NM
の
文字
聞では
明
瞭

な区別は
保たれぬが 、
詩では
厳重であっ
て 、
又是が意味差を
来すも

のが
ある
(b立
味と
bb凡
鯵の
様に)
としてゐる
〔九一
頁〕 。

第二
篇〔句
N円。
吋4ho
hh問。q
ミbb〕
品詞九
三
l四

頁
序

〔句河〉開宮Hωω〉〕

第一
章
冠詞
九五
|八頁

九六
頁に
次の
西国味が
漂ふ 。
13 



ミ司AWWHO
-\Rw-R

Mu
p
s-ぬ

第二
章
名
詞
九
九
|一
O二
頁

第三
章
〔の
吋開問
、口c冨〕

形
容
詞
一
O一一一
|四
頁

一
二
宮貝
に

』伊
SO
D-」
RN
g
g
ga

ど
き

宮
、
、
〈口
コ

'ph
a

E
2

宮内巾
g
ron

三円
8
520H
A)

品
【
脚
註】

-phE
g
品ロ
ロ凹
【
大
き
い
】
一
O四
頁
に

e『偽
札。，
hb
2chh。
20
句"hbN
N
日。。
』芯

]
包0
0
2
5ω何回
自白
ロ円『曲

第四
章
〔の。
ρC〉刀、叶C
冨〕

数
詞
一
O
五
1一一一
頁

第五
章
〔の
ρCHZ吋CF白〕

代
名
詞
一
一一
千|七
頁

第六
章
〔の
ω何一肉、H，C
F白〕

動
詞
一
八
l二
八
頁
此の
間に

は

E
sb
E
E

S
S
E
E
 

等の
二
段
活が
見える
の
も
九
州風で
あろ
う。

第
七
章
〔の
ω肘旬、H，HC冨〕

助
詞
二一
九
!三
O
頁

次に
「
附表
説
明」
旬以同UFHC〉叶HO
吋〉回CF〉河口ζ〕
一一一一一
|六

頁
が
あ
り 、

以
下
本
文
聞
大
で
木
版
文
字
が
右
か
ら
左
へ
縦
書
に
刷
ら
れ
て
あ

る。
万
葉仮
名
指
体、
同
行
体、
倭
仮
名
(
車
体
漢
字)、
平
仮
名、
片
仮
名

で
イ
ロ
ハ
が
八
字
六
行
に
記
さ
れ
た
表
五
枚
あ
り 、

第一
と
第
五
表
は
下
半
に

対
応
羅
馬
字
が
添
へ
ら
れ
て
あ
る 。

第
六
表
は
片
仮
名
五
十
音
の
各
行
上
へ
渓

数
字、
第
七
表は
同
濁且問、
両
表
共
下
半に
羅
馬
字、
第八
表は
渓
数字に
下

へ
亜
刺
比
重
数
字
そ
し
て
左
端
に
縦
に
「
離
工

臼
本
大
阪
府
西
海
堂」
と
見

える。
第
九
表は
「
近
道
処々
田
野
有
之
葉
似
苦
芙」
を
各
体
(平
片
仮
名
読

方
迄)

で
五
行 。

第
十
表
は
羅
馬
字
で
動
詞
変
化
一
覧 。

因
に
本
論
冒
頭
の
語
句
に
応
ず
可
き
第
二
部

云
ふ
も
の
は
見
当
ら
な
い 。

〔回以〉河ω
ω何のCZU〉〕
と

14 

。

『
大
全
早
引
節
用
集』
一
二
巻
は
日
本
刊
本
に
僅
か
に
彼
地
文
字
言
語
の
扉
や

書
入
れ
を
胞
し
た
も
の
に
過
ぎ
ぬ
か
ら 、

稀
掴剛
警
で
は
あ
っ
て
も
吾
人
目
下
の

立
場
に
於
て
別
に
取
立
て
て
扱
ふ
必
要
は
認
め
な
い

。
同w

「
日
本
人
系
統
論」
は
前
掲会
報
扉の
次に
は
「
亜
細亜の
国々
と
民
族の

知
識
へ
の
寄
与」
〔
同
go
E
E円
晶
:
2
含
Z
5
2
2ロ
F
E
s
s

g
F
S

E
〉NF巾〕
た
る
副
題が
あっ
て、
巻
末
(二
七五
頁の
次)
に一
五
倍
大の

畳
込
の
語
葉
対
照
表
二
枚
が
挿
入
さ
れ
て
あ
る 。

第一
枚は
横に
語
梨、
名
詞、
形
容
詞、
数
詞、
代
名
詞、
動
詞、
副
詞の

七
繍
に
分
け 、

縦
は
「
日
本 、

満
洲 、

縫
組 、

蝦
夷 、

朝
鮮
語
の
比
較
研
究
か

ら
引
用
し
た
一
般
限
定」
〔
〉}問。
HHH
2
5

Z
窓口口問巾ロ
岡市同門orr
g

E円

兄口

語
おmz
p
gι
口口
含円N
Sr

gロ
者DO
E
g"
Hm
窓口u

冨
2
5F
81
、H，
R
S
F

]巾NO祖
国内O
Bm〕
が
五
繍
に
分
れ 、

凡
て
羅
馬
字
綴
で
最
左
欄
は
蘭
語
文 、

以
上

各
国
(
日
本
以
下)

語
文
を
技
丁
対
訳
体
裁
で
配
置
し
て
あ
る 。

そ
し
て
下
欄

外
の
註
に
各
国
語
出
所
を
挙
げ
て
あ
る 。

即
ち
日
本
語
は
前
出
会
報
第
十一
兆」

所
載
「
日
本
語
要
略」
か
ら 、

満
洲
は
北
京
の
宣
教
師
の
記
念
論
文
集
〔
ζb・

528ωロロロ85
2Z
2口・
、叶OBO
出
戸
三
九
|七三
頁〕
発
表の
文
典か

ら 、

蝦
夷
は
江
戸
在
任
中
に
最
上
徳
内
か
ら 、

朝
鮮
語
は
対
馬
侯
の
役
人
で
永

年
通
訳
と
し
て
朝
鮮に
居
た
者
の
助
を
借
り
又
ω
EuoE
自
身
朝
鮮
か
ら
の
漂

流
民か
ら
聞い
た
もの
か
ら
取り、
又日
蝦
語は
日
本人の
書
記と
発
音
通
則

に
従
い、
鮮一見聞は
鮮
文
字
に
従
っ
て
書
下
し
た
もの
と
し
て
あ
る。

第
二
枚
目
は
蘭、
支
(
支
那
語
と
日
本
音)、
鮮
満
及
山
丹、
樺
太
及
蝦



夷 、
日本 、
琉球の
七禰(細分は
十四欄)に
羅馬字で
「日」「月」「星」

等の
物類順に
各
国語繋(最後は数詞)
対照し
たものが
左右に
あり 、

対
照
蘭語は
計九二
箇算へ
ら
れ
る。

是等の
表二
枚は
『日
本』一
八
九七
年縮少再版(後出)
第一
巻内へ

独
訳
さ
れ
て
あ
る。

『日
本』
は
四折版大冊で
〉522念日
と
ピ
12
で一
八三一一
(天

保三)
年か
ら五一一
(嘉永五)
年に亘っ
て
出版されたこ
0分冊
〔F5・

6
 

P
E
a
g〕

は
未
完
成
交
響
楽
で
あ
っ
て、

l

前
蘭
印
総
督

〈
自

含H

P宮辛口
男爵に
捧げられた
もので
ある 。
内容は七部(〉ZZ
E口問g〕

に
分たれ
(外に
挿絵三八三
丁) 、
併し
吾人に
目下関係するのは
第三

部と
第七
部で
ある 。

第三部は
「日
本史寄与」
〔回
2円白岡市NC円
。gnr
EM円四
〈Oロ
』白宮口〕

一
六
頁
の
次に
あ
る
「
和年
契

巧ω
ロ
g

z-」
一
七
|一
五四
頁と
「
倭年

契
謡曲
ロ
g
r
E」

ご
五
頁
で
あ
っ
て、

何
れ
も
』
D
E
s
-o
m品
事
国口
問
自由
ロ
ロ

に
よ
る
も
の
で
あ
るo
w

シーボルトと国語

第七部は
「日
本の
隣国と
保護国」〔U5
zogロ・
己
旦ωnYES-白
E2

5
ロ
】同
宮
口〕

三
二
八
頁
で
あ
る。

此
の
細
目
は
下
の
如
く
で
あ
る。

「
朝
鮮
報
告
」
〔
Z
R
Z
E
F
5
ロ
c
roH

内h
EN
〕

一

一
六
コ一
頁
中
に
あ
る

「語葉」〔
ぎOHけ22R
Z
Z
E〕
一一
九
|四四

頁は
「天地」「空気」
等

の
千字文
式物類順に
独語・
鮮語・
漢字鮮且日・
漢字日
音・
日
語が五
欄

宛対照されたもので 、
日
語約四四
O箇算へ
られ
る 。
又六一
|八六

頁

には
EDRBEロ
独訳「類合」〔
「=一回目〕

仰
が
ある 。

「
蝦一
夫、

千
島、

様
太
及
び
黒
竜
江
報
告」
〔
Z
2
7
2n
z
g
c
g円

~
20・

ι日
内定、
pp
hEbocロιιg
hヨ
ミN
S人〕
一ムハ五
|一一八

O真中の

「
蝦夷語」
〔り一叩
と
き・
ωY
Rr巾〕
二二四
三二
頁は
「日
本
仮
名
発

音」〔〉Egyaz
em
F宮E切口rgωuLZEロロヨ凹〕一一一一五
|六

頁では

イ
ロ
ハ
歌
を
片
仮
名
で
示
し
て
日
蝦
発点目
が
羅
馬
字
で
附
さ
れ、

二
二
七
|
九

頁では日
蝦註対訳短文七箇 "
が 、
「蝦夷対話」〔〉50・
cgY2Z〕

二二九
|三二
頁では
蝦(
片
仮名
と
羅
馬字)
位独三
語対訳
三
五
文
例が

挙げら
れ
て
あ
る。
次に
「
蝦夷語
集」
〔ω即日gz
a
gロ
k吹
き・
モロ
ミ・

雪冶〕
二三三
|四四

頁で
は
二三四
l四四

頁に口問詞別の
独・
日・
蝦

(
片
仮名と
羅
馬字)
・

樺
太・
千
島
・
カ
ム
チ
ャ
ト
カ語
が
六
欄
宛対照
さ

れ 、
日
語約三七
O箇が
算へ
られる 。
段後に
「蝦夷 、
樺太及び日
領千

鳥
の
天
産
物」
〔
り
5

2
丘
三巾町
田
区間口回目
指
〈
Oロ]叩NOM

-ハ
g
r
o
E
ロι
ι
g

v官EmnZロ
穴ロコ-g〕
二四四
|七八

頁には
独位蝦日
対訳語繋が
散在

し、
内二六一
|
七二
頁には
位
日
対訳
語葉
三
五
七
箇が
記載
さ
れ
て
あ

る。「
琉球諸島記述」〔
FRr
s
Z口問
母
?NrEPヰ
ゲ田町一口〕
二
七九
|三

二八
頁では
「第十一
章 、
言語と
文字」
〔目52
P
宮内一
〈ロロ
ι2

ω官RZ
Eι
ωnF5〕一二一
四
|二

O頁中に
三一
四
|七頁に

物類順に

独・
日
(片仮名と
羅馬{子)
-

琉三語対訳が四欄宛存し臼
語約一
00

箇が凶
三一
七|八
頁に
琉日
投対訳語句一
六箇が
拾へ
る
外に 、
「植

物表」
〔〈2N05rEEぐOロ
HVE
ENg〕
コ一二三
ll八

頁の三二四以下で

は
位丁名の
次に
片仮名と
羅馬字とで日
本植物名約二
OO語が
見られ

る。
巻
末には
目。同g
g
ロ

独
訳
「
千字文」
〔斗2
2
ι
E
君。ロ〕
二
七

(羅馬字綴日
語文九九七文例を含む)
及二三
頁
一
八四
O年に
漢字

諺文語索表一
八
頁分が
添へ
られて
ある 。

彼の
子息
〉FMgι2
と
222
27
が一
八
九
七年に
t〈ミNFR聞
と

F2
3聞
で
出版した
『日
本』
の 一円版八
折版二兆」
〔
Z
32・
〉RE〈
15 



日吋
切四mn
z
g
E
口
問
〈
O
ロ
」白
官
ロ
ロ
ロ
L
ια明回。
ロ

Z。
Z
ロa
ロ
ロ
ι
ωn
y
c
E
E
L­

句
ロ
'
』巾N
o

g-円
ι巾
ロ
帥
E
L
tn
r
g

穴
EH-
z
p

ω
白n
y白一-
P

穴口『
g

c
コ
ι

ι巾
コ

ドEEEH口忠一口
N君
主巾
〉ロロ問問。〕
は
苦し
く
縮少し
た
改
訂
版で
あっ

て、
図
版
も
色
刷は
無
く
申訳だ
け
極
少
挿
入
さ
れて
あるが、
第一
巻は

〔何
E2
回
自己〕
父
な
る
著
者
肖
像の
次に
伝
記コ一
三
頁そし
て
本文四
二

一
頁が
あっ
て、
二
部か
ら
成
り、
巻
末に一
八
四
O年
伯
林刊の
日
本
国
図

の
複
製が
畳込ま
れ
で
あ
る。
第二
巻〔N毛
色。円
切〕
三
四二
頁は三
|七

部の
五
部か
ら
成っ
て
ゐ
る
が、
関
係
箇
所は
第二・
三・
七
部
中に
あ
る。

第二
部〔〉Z-HH〕
中の
「一、
日
本人
系
統
論」
〔円
c
z
snz
ι5

〉
ZS55
5四
LR
V
宮口巾円〕
二
八一
|
九八
頁に
於て
『パ
タ
lフィ
ア

学
芸
協会々
報』
第
十三
巻一
九三
二
年
版
所
収の
前
述
蘭
文
「日
本人
系
統

論」
附録の
語
集
対
照
表二
枚
も
独訳
さ
れ
て
ある。
即ち二
九
O
|一
一貝に

は
「
言語
語
源
論」
〔CZ
Enz
ιR
開ミ50一白聞広
ι2
ω
YR
E〕
が
あ

り、
是は
各
頁を
三
欄に
分けて
第一
は
単語
及び
各口問
詞
別の
標
準語を
挙

げ、
第二
は
説
明、
第三は
日
本
(二
九
O頁)、
第四は
満
洲・
縫
組、
第

五
は
蝦
夷、
第六
は
朝
鮮
(一一
九一
頁)
で
各
国語
文
例に
間々
註
丁
訳を
添

へ
た
もの
が
存
する。
次に
二
九四
|八
頁に
「
支
那、
朝
鮮、
満
洲
(
山

丹)、
樺太、
蝦
夷、
日
本及び
琉
球の
言語
比
較
表」
〔〈巾円m
En
Z
E冊

、叶お向。一

ι
R

ω
Y
R
Z
口

〈
O
ロ

の
}M
Em-
穴
OHo
p

p向
g
ιmn
r
ロ
(
ω回
口
含
口)w

rn
EZロ
Lao-
』
品
g
c
z
rErE〕
と
し
て
「日」「
月」「
星」
等
物

類
順
(
終は
数
詞)
独
乙
語に
各
七
笛国
語と
対照させ
た
八
四側表が
各
頁に

見
え
る。
仰

第三
部の
中の二
「日
本人の
時
間
計
算」
〔〈Oロ
ι2
Nm
号待
E
5四

品。円
宮司
22〕
一
七
|二
五
頁の一一一一
|四
頁に
は
支
鮮日
を
対
比し
た
十
干

十二
支
名が
あ
る。

第
七
部の
中の三一
「
蝦
夷一活」〔り5
E口0・
ω旬包円『巾〕
二
五
三
1六
頁の

二
五
四
頁以
下に
は
日
鍛
位三
語
対
訳
文
例七
箇が
存
する。
次に
「日
本
出

山内に
よ
る
琉
球
諸
島と
その
住
民の
記
述」
〔切σ呂}Ma--u口口問
仏R
hE公民'

F
Eロ
ロロι
FSH
F唱Drロ2
2口r
B
宮2mn
Zロ
C
S
辛口〕
二
七
O
l

三
Oコ一
頁に
は二
九
七
|三
O
O
頁に
物類
順に
独日
琉三
語
対
照
九六
笛が

見え、
三
O
O
l一
頁に
は
琉日
位三五回
対比
短
文
例一
六
筒が
見える。
入

「
朝
鮮語
葉表」
〔内DHSロ
Erg
dg
号20『NO
Egg〕
三一
七
|八
頁に

は
独・
鮮・
支
鮮三
語
対訳
千
字文
式物類
順語
柔
表が
あり
七
O箇
算へ
ら

れ
る。『日

本』
所
載の
日
一浩は
間々
連
濁を
間
違へ
て
ゐるが、
九
州方
言
味
も

僅か
掬へ
る。
縮
少
再
版本で
は
初
版の
匂
は
固に、
円、
はHN
に
変へ
ら
れ
た

り
して
あるが、
西国
批は
や
は
り
元の
僚だ。
山

本
書の
欧
語
訳は
少くと
も
英
仏露が
知られて
あり
何れ
も
抄
訳で
あ

るo
仰
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『
日
本
文
庫及
日
本
文学
研
究
提
要』
は
著
者四
十五
才の一
八
四一
(天

保
十二)
年
蘭
都
ピ正
g
で
百
部
刊
行四
折
本
文二
八
頁
の
投
丁
文で
あ

る。
是は
著者が
同
郷人】O
Z口口』D自ur
zo同5
2ロ
こ
入
O五
年二
月

十六
日
当CR
E
お
生れ、
一
八
七
八
年一
月廿三
日
仏
g
z
g同
残)
及

び
広
東
省
生れ
清人
郭成
章
〔町内O
叶RE口間
口汚
宮口問〕
と
共一編し
た
蘭都

一
八
三
三
l八
年百
部
印
行六
巻
物『日
本
文
庫』
3
ES号。門田
γ司O巳g〕

の
解
題と
見る
可
き
もの
で
あっ
て、
普通は
該
叢
書
中
最も
部厚の
第二
巻

『和
漢
音釈
書
言
字考』
と
合
綴さ
れて
ある。
合
綴
物は
『日
本
文
庫』
総

扉、
原
著
『
提
要』
扉、
著者
論
著目
録が
原
著の
前に
附さ
れ
て
ある。

HWH
回
FH
O
寸
回
開
。
〉
』
〉
HM
O
ZH
の
〉
24〈何
ω巾一巾n
g
』
ロ白
色白
ヨ
O
司巾『日



ω
En0・
F
3ロ-s
z
gcg
S
EE-
』ロニ
5
3H釦間以D口町一回
ぐ白口白ロ仲

間Z
F〉MMHO何
何}門〉河〉吋〉
〉
mwHHLHWZω同
穴O
、叶ωの回目Zの

りωの
出〉ZO
問、叶
]WU円、叶〉
のCMN〉Z
叶，H∞Cω
HUE-
]りHNe
U開

ω】何∞OFU
何吋
H
ZO
司
勺
玄〉ZZ
F阿国
列目
ω何}〈
(〉ロロ
20

3m丹市ヨ白gmnZH】230
』曲目uoロMn8
2
MハDH曲目岱口白巾
白口
rσ5
2日

口白押印一cmO)
FCのりCZH
切〉
、叶〉〈OMNC
P白
同
凶
O
H4HのH
HL〉

円、目、叶ZOCHN〉MUZ円。〉
何匂回、叶OMNHω
H∞ω∞ム∞ω白
HYAHU一刀何ωω〉

シーポノレトと国語

。
何M〈何
?向同UF

で
あっ
て
「日
本
文
庫、
一
名
日
本
文
学に
欠
除する
人々
の
使
用へ
の
支日

選
書
支那
人
郭
成
章
石
版
刷、
Eda
p
p
ωM
ao-ι
と
]
国O民自白ロロ

監
修
出
版
六
巻
(臼
鮮文
字を
組
織
的に
附け
た
書籍目
録)

蘭
都

〔円、己同一
合ロロ自
国三回ぐO円EHHM〕
に
て
石
版
印
刷
局
出
版
一
八一二
三
|一
八

三
八
年
百
部
印
刷」
の
意で
ある。

次に
原
著
『
援
要』
扉は

同ω〉のOC何
HZ
切H回FHO叶回開。〉
宮
】〉MMOZ円。〉冨
何叶

ω、H，CUHC
ζ
FH、叶開MN〉河C
F白』〉HMOZHの〉MNC
ζ"
〉Cの吋OHN何

回M
民
間り
回出-
UHW
ω
回一回OFり
~
ドロのりCZF
回〉H，〉〈OHNC
玄

〉司Cロ
〉Cの、叶OHN肘
冨
包含.

で
著者
刊
行な
る
事が
解る。
更に
その
内
容
体
裁は
第一
頁だ
け
(
頁
付は

右
下)
は
上
半に
出〉の00開
以
下』〉句OZHの〉河己宮
迄の
文
字が
扉

と
同
体
裁の
五
行に
刷
られ、
以
下
各
頁
行
数
普
通四一
行
分の
上
方に
第二

頁以
下
奇
数
頁に
は
窃〉のOC何
回Z
そ
し
て
第三
頁
以
下
偶
数
頁に
は

呂田
口O吋
巴何の〉
豆
』〉句OZHの〉
冨・
と
刷
込ん
で
ある。
第四
頁に
は

漢
字二
箇、
第二
八
頁に
は
希
脱
字八
箇一
語が
見
当る
は
と
もか
く、
大
部

分
人
名は
大文
字
のみで、
書
名は
斜体を
以て
し
て
ある。
第一
三
頁に
於

て一
行
明けて
あるの
は
本
論
文を
折
半する
境自ら
しい。
細
字
下
註は
第

一
・
こ
・
五
・
一
一
・
一
二
・
二
四
・
二
八
頁
を
除
く
各
貰
に
見
え、

各
頁
毎

に
新
番
号で
始
り、
書
名は
斜体で
あるo
凶

内容は
長文で
は
ある
し
此
処へ
詳
細
紹
介する
余
裕
もない
が、
二
三
重

点
的に
指
摘し
て
置
き
たい
箇
所が
ある。
目

先づ
僅か
数百
千
語を
採
録し
た一言
葉
集〔ぐon
与三OEB
no一-2
5
5占

〈
2白
E
V
ユ
ロ
ヨ〕

は
文
学
研
究
に
は
役
に
立
た
な
い
か
ら、

実
の
あ
る
辞
書

〔同
}局窓口円巴回
目E一口一O四一口己目回一
2
ι520
5ロES〕
を
必
要と
する
事〔
原著

二
京〕、
郭
成
章の
石
版
技
術を
賞
揚して
『白
木
文庫』
六
書た
る
『新増

辞
林
玉
篇』
〔四
頁〕、
『和
漢音
釈
書
言
字
考』
〔五
頁〕、
『千
字文』
〔六

頁〕
、
『
類
合
』
〔
七
頁〕
、

『
日
本
輿
地
路
程
全
図
』
〔
八
頁〕
、
『
倭
年
契
』
〔
一

O
頁〕
の
紹
介に
移っ
て
前
半を
終る。

後
半は一
五
四
九
(
天
文
十八)
年
F
En-Rg
u内
2-
2
5
の
耶
蘇
会

活
動
か
ら
始め
て
欧
洲
人
の
日
本語
学
研
究を
逐
次
述べ
て
ゐる。
従っ
て

』0
5
2間
早
可
5

7向
島2
5

の
『印
度
志』
十六
巻、
一
五
八
九
(天
正
十

七)
年〔
出
E
25
25
re
g
ES
FFコ
以〈同〕
と
そ
の
書
翰、
何日ヨ中

口口氏
〉-〈RON
及び
』口卸O
HNO
《笠間口市N
そし
て
り日間口一
のロロ
色。
更に
は

QOB
含

F
g
e
gお
(
仏
訳
問
主
ユ四
5N)
の
四
文
典と
〉
B
F
22目

。色。窓口Em『位
葡日
辞書』、
耶
蘇
会
学
林『日
葡
辞
書』、
叶roBg
Eロ窓口

』ωn58
宮
高
22〈白
『日
商
辞書』、
前
記
。。-一
色。
『
位
西日
辞
書』、
耶

蘇
会
学
林
『
落
葉集』
の
五
辞書に
亙
る
箇
所〔一
三
l一
四
頁〕
は
南
蜜
吉

利
支丹
語
学文
献
番
目と
し
て
も
無
視
出
来ない。
山
次で
紅
毛
系の
業
績

に
なっ
て
開
口
問
巴ぽユ
関白冊目
又
常

の
『
異
国
奇
事』
〔〉
5
8ロ
宮お凹
Z0・

tn
S〕
一

七
一
一
一
(
正
徳
二)

年
を
賞
揚
し
て
ゐ
る
が、
(』
20r
5
0
2
5
r

p白血円円
Zcm
MN
包
匂
ヨ
R
Y叩円

が
発
表
に
関
係
の)
H
S
呉

、ロ
E
ロ
伺『

の
言
葉
集
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は
価
値
少
い
と
反
し
て
ゐ
る
〔
一

七
頁〕。

然
る
に

の白
ユ
吋
r
ロ
ロ
g
a

の
日

本
語
解
説
を
十
九
世
紀
初
頭
の
露
西
亜
海
軍
士
宮
(
後
出)

の
短
い
日
本
語
観

と
共
に
指
摘
し
て
ゐ
る
の
は、

誠
に
印
象
的
に

読
ま
れ
る
の
で
あ
る
〔
一
八

頁〕o

川

最
初
の
英
日
日
英
辞
書
の
地
位
に
あ
る
パ
タ
l
フ
ィ
ア
一

八
三
O

(
天
保
元)

年
刊

ζ
E
E
E

の
出
来
栄
を
論
じ
〔
一

九
|
二
O
頁〕、

最
初

の
蘭
日
辞
書
に
関
与
す
る

国
g
e
F
U
S
R

の
業
績
に
触
れ
る
辺
〔一
一
o
ー

二
二
頁〕

は
間
接
恩
恵
者

F
gm0
2

2
白
吉山

を
紅
毛
語
学
上
吾
人
の
常
識

と
し
て
何
度
で
も
明
確
新
鮮
な
ら
し
め
る
必
要
が
あ
ら
う。

同

筆
は
一

転
し

て
所
謂
大
和
言
葉
か
ら
古
代
日
本
方
言
の
問
題
に
も
及
ん
で
来
る
が、

滋
に
五口

人
は
著
者
が
日
本
神
代
文
字
存
花
を
主
張
し
て
い
る
点
を
此
処
へ
特
に
強
調
し

て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
〔
二
四
|
八
頁〕。

神
道
学
者

〉
S
E

τ
r
g
go

の
名

が
見
え
る
が、

是
は
如
何
な
る
人
物
で
如
何
な
る

著
述
が
あ
る
の
か
〔一
工ハ

頁〕

大
方
の
高
教
を
得
れ
ば
幸
甚
で
あ
る。

仰

最
後
に
ωHO
Z
E
の
党
束
な
い
日
本
語
力
の
一

端
を
示
す
日
本
妻
娘
宛
の
片

仮
名
書
翰
に
は

五
人
コ
7
イ
ヘ
ヤ一一
ス
ミ
ム

と
九
州
長
崎
詑
り
も
見
え
て
面
白
い
。

間

註

呉
秀三
博士
『シ
1
ボル
ト

先生
其生
涯
及
功
業』
明治二
十
九
年

一
月初
版 、
大正
十五
年
十
月増
補
第二
版

板
沢
武
雄
博士
『シ
1
ボル
ト』
昭
和三
十
五
年五
月

に
詳し
い 。
叉

誠文
堂
新
光社
『日
本文
化
史
大
系』
第十
巻
「江
戸
後
期文
化」
昭

2 

和十
四
年二
月三
四
四
頁

小
学
館
『図
説日
本文
化
史
大
系』
第十
巻

和三
十二
年五
月二二
七
頁

に
は
肖
像や
鳴
掩塾
舎
図が
見え
る 。
因K

大日
本
文
明
協
会
『欧
米
人の
日
本観』
上
編
明治
四十一
年
十
月

に
はシ
|
ボル
トは
全
然
扱つ
てな
い 。

新
村
出
博
士
「言語
学
史
上に
お
ける
シ
lボル
ト
先生」
(日
独
文

化
協
会
『シ
1ボル
ト
研
究』
昭
和十三
年六
月 、
『国
語
学
叢
録』

昭
和十
八
年十一
月 、
『新
村
出選
集』
第三
巻
「史
伝
篤
典
籍
篇」

同十
九
年六
月所収)

金田一
京
助
博士
「シ
l
ボル
トとア
イ
ヌ
語
学」
(昭
和十
年十
月

『日
独文
化
講
演
築』
第九
嶋
「シ
1ボル
ト
記
念
号」)

同

「シ
lボル
ト
先生とア
イ
ヌ
語
学」
(前
掲
『シ
l

ボル
ト
研
究』)

問問問
源
次
博
士
「シ
1
ボル
ト
先生
の
ア
イヌ
語
研究」
(『シ
!
ボル

ト
研
究』)

『安
藤
【正
次】
教
授還
暦
祝
賀記
念
論
文
集』
昭
和十五
年二
月の

「HgR
d
g口問Y
FE聞
こω
宮
570
三00
与口」
に
は
此の
最

古
東
洋
学
雑誌の
扉
写
真が
ある 。

亀
岡
次
郎
教
授「
創
刊蘭文
日
本文
典及其の
著
書」
(上)
(大正
三

年十二
月
『菌
学院
雑誌』
第二
十
巻
第
十二
号)
三
三
百
「而
もシ

lボル
ト
の
著
述も
彼が
我
長
崎
出
島で
編
纂し
た
日
本
文
典で
ある

が 、
こ
れ
亦
位丁文で
記し
た
もの
で 、
和
蘭
文で
は
ない 。
自
分は

現に
京
都文
科
大学
言語
学
研究
室
所
蔵本
を
見たが
本
替は
極め
て

簡
単
な
小
冊子で 、
文
典と
して
は
余
り
大し
た
もの
で
な
い 。
仏
刷用

18 

「江
戸
時
代
(下)」
昭

3 4 



シーボルトと国語

西
の
日
本
語
学者
と
し
て
自
任
して
居るレ
オン・
ロ
lニ
l[FA山口口

問。帥ロ可]
も 、
一
八
七
七
年
か
ら
同
九
年
ま
で
(
明
治一
O
|一

二

年)
の
「英
国
博言
学
会」
の
中に
評
し
て 、
「こ
の
蓄は
敢て
先輩

の
著
し
た
もの
に
優っ
た
もの
でな
い 。
著
者
は
土
人の
教
師か
ら
其

国の
口
語
と
文
語との
教を
受
けたの
で 、
著
者自
身は
何
も
確に
知

ら
なかっ
た
の
で
ある」
といっ
て
居る 。

同

「
ZOR
ヨ白ロロ
の
日
本
文
典」
門
昭
和
二
年
十一
月
『
書

物の
趣
味』
第一
冊)
二
ニ
頁に
も
殆ど
同
様
文句 。

5 

同

「
国語
学書
目
解題」
(昭
和八
年八
月
『国語
科
学
講

座』
E)
九四
頁に
も
問
要
領記
述が
あっ
て
「然
し
ま
た
本
書
編
纂

の
材
料
蒐
集
の
為
に
要
し
た
原
本
は
三
十
種
を
超
え
又
こ
の
材
料
に
よ

っ
て
「
漢
字
集」
「
千
字
文」
「
和
漢
音
釈
書
言
字
考」
の
三
世官
は
作
ら

れ
た
の
だ
と
も
云
わ
れ
る
の
で一
概
に
首
肯
し
難
い
2
8問。問。-ロ
回T

rZ
2ro
g
g
y旬。口町曲
目
【・
】
匂
HHH
参
照) 。
然
し
乍
ら
本
書
は

そ
の
内
容の
如
何
よ
り
も
あたか
も
我
幕末の
頃に
あたっ
て
欧
洲に

於い
て
日
本
研
究
熱の
勃
興
し
た
の
に
際
会し
その
先
駆
的
任
務を
果

し 、
且つ
は
本
邦に
於ける
洋
学
発
達の一
面に
少か
ら
ず
刺
戟
と
貢

献と
を
与
〔
以
下
九五
頁〕
へ
た
事に
注
意
す
可き
で
あら
う 。」

入
沢
達
吉
博
士
「
大
全
早
引
節
用
集」
(
前
掲
『
シ
l

ボ
ル
ト

研
究』)

二
O
頁
写
真の
第三
巻
所
蔵
者
名
(
大英
博
物
館)
は一
九
頁
第二
巻

(日
本
学会)
と
逆に
な
る
可
き
事は訂
正
を要
す
る 。

幸田
成
友
博士
「シ
l
ボル
ト
の
「日
本」
の
複
製
及び
その
補遺に

つ
き」
(
昭和
六
年七
月
『
学
鐙』
第三
十五
年
第七
号 、
同
九
年十

二
月
『
滴
蘭
雑
話』
所
収)
に
よ
る
と一
八
五一
年
迄
に
実
際
配
布
さ

れ
た
の
は
二
十
分
冊
で 、
一
八
五
二
年
最
後
分
別
予
定
は
終
に
実
現
さ

6 

7 

れ
ずに
了っ
た 。

呉
秀
三
博
士
『
シ
l

ボ
ル
ト

先
生

其
生
涯
及
功
業』
第
二
版
甲
篇
五

六一
|七

七
頁に
は
扉と
第二
震
との
写
真
と
共に
内
容細
目が
見え

る 。吉
町
本
稿
は一
九
三
O
年
〈o-r
gロ
去問
R
Z
2
骨znr
ι
R
C
5
5・

閃
包括
に
由
る
記
述
で
あ
る 。

和
年
契
ぎ白
ロ
g
rau
O込町円
。巾明n
znyg
g
g一-
E
〈02
Y勺
g・

5ロ
N
3
3
F
母
B
HW
S
Z
3
25ι
巾円伊丹凸ロ
豆
長
包ou
『】凹
Eh
任。

ロocmm同巾
Ng円
[町田、可
〈O円
。『『
rz
H∞NN
口白口一戸
(ur円・
問。『]
白Em

己命
日
OHい間一口白一巾
ロ
Z
32N門
ぐOロ
ロ『
]
出口問
自白ロロ

な
る一
八
四二
年の
独
訳と
東
洋
式に
開
く

倭
年
契
名曲
ロ
g
raU
2
2
2
2
52
〉ロ
E
E
』
8
8H2
22
20

苗皿
屋
山
人
〉2
B
V
ヨ白rEO
開
門出Z0
5-
3-
含巾
5
5
g
白
ω-
5
25

郭
成
章
穴D
H，mnY
5間
口
mnF白ロ向
。EH出口円四
回uF
司円・
ι。
ωHOro
E

の一
八
三
四
年刊
で
漢
字
片仮
名に
羅
馬
字
交
りの
十
幹
年
号と
日
本

歴
代
年
契で
ある 。

千
字
文
、叶巴 hg
L
ふ
唱
吉
田
=、。
玄ニ一σ
]HHO『同司
王
g同
区間vrお
お­

O匂Em
巴
E
2
5
2-∞
50
2
S
5
5『司『何
百円MD口巾
穴DO
E
Eロp
g

Hu
g-ロ凹C一ω
穴DDH白
二
B
Y
2
2
B
5一
品目
母
叩同白円白門口
自
由
∞
5
2m戸

郭
成
章
穴O
叶
閉口
玄ロ∞
omnr白ロ四
四円
『
包-
g
g
nE
ED丹市
Hur
HH円・

母
ω
5
g
z・
(
〉ロロ巾HD
m
3
5
5
2四
回口コ同u
E
go
-ハDo
g-ω
EO)

一
八三
三
年
刊は
東
洋
流に
開い
て
諺
文 、
片仮
名
附
漢
字の
本
文が

ある 。
類AU
F
g
rq・ga〈叩

〈
O口問『z-
R
E
B
ω
5
2
8
5
H内D円
巴白ロE
HHH

noロぐ叩吋帥ロ
ロJF
O同n
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9 

一
八
三
八
年に
は
諺
文
附
漢
字本
文 、
諺文
片
仮
名
附
漢
字
附
録 、
羅

馬
字
綴
漢
鮮
対
比語
実
表の
三
部か
ら
成る 。

西
国
味の
掬へ
る
もの
はこ
二
七
頁に
除
SD
E'
gb
ト
S口
除NEQa

」ロミ
\ミロr
『呂
田円『OH
YR
rar由
自由]O円・

二
二
八
頁に

E豆、足、R-
ぐ巾Hlro吋・

九
州
味の
漂
ふ
もの
は=
二
六
頁に

何回臼
2H
rcF
gr己『C

MNO町四ロ
白百巾口。
hc円C-

ωny口色。ロ

』ロrFロo
-TH吋戸

呉
秀三
博士『シ
l
ボ
ル
ト
日
本
交
通
貿
易
史』(昭
和
四
年五
月「異

国
叢
書」)
第
十三
章
「日
本人
の
(人
種
的)
祖
先に
就
きて」
に

訳
出
され 、
内
己『OHm-nz
ι巾同
開ミヨロ]口問HO
は三
六三
l五

頁
に 、

〈
合同一四一nr巾コ
号
寸
丘四一
は
三
七二
|七

頁に
邦
字化
さ
れ
てある 。

第二
巻
第七
部二
五
回
頁に
p
gM
が 、
二
五
五
頁
に
ロg
E
E
が 、

二
九
九
頁
k

g
『
E
Eu
白
日目
口
0・
]
c
r一
口
O

同
語
文
再
出

。

吉
町
義
雄
「欧
人
刊
行日
本
言
葉
集」
(下)
(
昭和
十六
年四
月
『言

語
研
究』
第七・
八
号)
二
七
頁に
挙げて
ある 。

九
州
文
学会
『文
学研
究』
第三
十輯
昭和
十
六
年
十二
月一
O六
|

七
頁
間
写
真 。

10 11 12 13 14 15 

吉
町
義
雄訳
「
施福
多
「日
本
文
庫
及日
本
文
学研
究
提
要」」
(前)

(
前掲
『文
学
研究』
第三
十
揖)
(後)
(同
十七
年
十二
月
第三
十

二
輯)
は
前
半
部に
於て
未
しい
所が
相
当
存
する 。
又
位丁
原文に

は
誤
植
(
更に
誤
記)
も二
三
免れ
ぬ 。
冒
頭の
「
文
字」
ロ一口同日巾]

は
原文
他
所に
お江唱ZS
な
る
語が
見える
の
で 、
「文
学」
とし

て
見た
く
も
な
るが 、
又-
522
を
明か
に
「文
字」
と
す
可
さ
所

16 

も
ある 。

亀
田
次
郎
教授
「露国
創
刊
日
露
辞
典
及
其
編
纂
者」
(
大正
十二
年

十二
月
『国
学院
雑
誌』
第二
十
九
巻
第十二
号)
六
八
|

九
頁
で

同凹担問cm巾
は
知
られな
が
ら
も 、
英人
何
ヨ叩伯仲
呂田凹ロロ
ω20唱
の

叶70
V25
忌回
目。口
HU58
吉
守
宮口・
一
八
八
八
(明治二
十
こ

年よ
り三
十
有
余
年に
簡
単
な
欧
洲人日
本語
研究
史の
発
表
ある
を

感
服
され
て
ゐるが 、
此の
日
露
辞書
序
文の一
節は
Hgmom巾
の

踏
漫なる
を
未だ
気付か
れ
なかっ
た
様で
ある 。

因に
〉《凶叩]口口開"
宮戸叶「門広三叩♂
何同mH巾円
回同ロι
一
八
O六
年所
載こ

そ
更に一ニ
十
有
余
年の
古を
誇
り
得る
もの
で
ある

。

吉
町
義
雄
「のo-D〈口一口
の
日
本
語観」
(昭
和
十一
年
九
月
『方言』

第六
巻
第九
号)
に
亙
鉛
版
覆
刻 。

此
の
蘭仏
辞書
邦訳
系
譜を
容
考の
為掲げて
お
く 。

波
留
麻
和
解
H

江
戸
ハ
ル
7
1

東
西
韻
会

稲
村三
伯
寛
政八
(一
七
九
六)
年

三
十
部限
定
八
万
余
語
(十
三
冊
又
は
廿七
冊)

20 
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訳。

鍵
藤林
普
山
文
化セ
(一
八一
O)
年

百
部限
定
三
万
余語
計三
冊

広岡
慾
寛改
訂
増
補
安
政四
年

道
訳
法
児
馬
H

長
崎
ハ
ル
7

中
山
作三
郎・
吉
雄
権
之
助
等拾
余
名

出
gLユr
oom同
文
化十三
年

写
本廿二
巻
二
部
東
京
天文
台と
長崎
府
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φ
 

和
蘭
辞
量

桂
川
甫
周
安
政五
(一
八五
八)
年

巧gz
E
多
照
増
補
十三
冊

高
齢
磁
学数
氏に
お
尋
ねし
た
が
解
答を
得ら
れ
な
い 。

幸田
成
友
博
士
「シ
l
ボ
ル
ト一

家の
手
紙」
(
昭和
六
年二
月
『中

央
公
論』
第
四
十
六
巻
第
弐
号 、
周
年
九
月
『和
蘭
夜
話』
所
収)

昭
和
十
四年二
月
『日
本
文
化
史
大
系』
第
十
巻
「
江
戸
後
期
文
化」

一
七
二
頁

日
独文
化
協
会
『シ
l
ボ
ル
ト
関
係
書翰
集』
昭
和
十
六
年五
月
巻頭

板
沢
博
士
『シ
l
ボ
ル
ト』
七
四
|五

頁

に
は
比の
片
仮
名
手
紙の
写
真が
ある 。

筑
摩
書
房
『外
国
人の
見た
日
本』
第二
巻の
岡田
孝雄
氏
「
幕
末・

維
新」
昭
和三
十
六
年七
月の
「解
説」一ニ一
二
頁に
は
日
本
を
訪れ

た
イ
ギ
リス
植
物
学
者
moZ3
m，DZ
50
(一
八一
三
|八

O年)

の
「
鎌
倉紀行」
中に
ある一
節

ド
ク
ト

ル・
シ
l
ボ
ル
トは
ま
る
で
その
国に
生れた
人の
よ
うに
日

本
語が
達
者だっ
た 。

を
引い
て
ある 。

ll九
州
大
学教
授
||
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